
32°

平川麿満・朝照雄＊・南竹力・武石泰亮

（受理昭和53年５月３１日）

ＲＦＳIＳＴＩＶＩＴＹＭＥＡＳＵＲＦＭＦＮＴＯＦＳＥＡＷＡＴＥＲ

HiromitsuHIRAKAwA，TeruoAsA，ChikaraMINAMITAKE
andTaisukeTAKEIsHI

InordertomeasuresedimentatiOn-potential，ｔｈｅｐｒｏｐｅｒｔｉｅｓｏｆｔｈｅｓｅａｗａｔｅｒａｔｔｗentyonepoints

fromKinko-baytoOkinawahasbeenmeasured・Thedepth,temperatureandsalinityofthatpointare

measuredwiththehelpofSTＤ(Salinity,temp.,andDepthRecorder)．Theresistivityoftheseawaterhas

beenmeasuredbytheprobe・Besidesthisthedetailsoftheprobestructure，andtheresistivitymeasure‐

mentusingthatprobehasbeenexplained．

測定方法，装置の概要および測定結果について報告す

る ．。
１．まえがき

電解質溶液を封入したカプセルに振動を加えると沈

降電圧が発生する.')'2)'8）この電圧は一般に数Ｊｕｖ以

下の微小な電圧である．ところが電解質溶液として錦

江湾沿岸の海水を数個所採取して，沈降電圧を測定し

たところ今まで沈降電圧の発生がないと考えられてい

たものから，二三の試料について測定値がえられた．

数ｊｕＶの電圧を発生するものもおれば全々発生しない

ものなど様々であった．このため海水の中で沈降電圧

が本当に発生するものか，それとも全々発生しないか，

又発生する場合の原因は別に何かあるのかを正確に知

ることが必要になった．この測定では，測定対照が微

小電圧であるから，検出増幅回路の入力側のＳ／Ｎを

改善することが不可欠になる．そのためには回路の入
，霊･馨.､

力インピーダンスと海水を封入したカラPセルの電極間

インピーダンスとの関係を検討しなければならない．

この場合海水のインピーダンスの正確な値が必要に

なってくる．この目的のため昭和52年度の南西諸島海

域の海況調査および研究に参加し，図１に示すように

錦江湾内から沖縄近海まで20数個所にわたうて海水を

採取して海水の性質（各観測点における水深と水温，

塩分）を調べるとともに沈降電圧測定のための予備資

料にするため海水の電気抵抗率測定を行ったのでその
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図１海水の採取地点
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前節で述べた要領に従って測定したときの日・時，

測定地点，水深，水温および塩分と測定電極を用いて

測定した抵抗率の値を表１に示している．海水の塩分

含有率は硫黄島海域から沖縄近海まで34.4%ｏでほとん

ど変化のないこと，海水の温度は海面では24℃～27℃

の範囲内であること，当然のことであるが水深が深く

なるに従い水温が下仇測定地点11では他の地点より

水温がかなり低いことなど今回の調査でわかった．海

水の抵抗率は図１に示す測定地点１から21までその値

によって〔Ｉ〕錦江湾および薩摩半島南方沖，〔Ⅱ〕硫

黄島海域,〔Ⅲ〕屋久島近海以南の三ブロックに大別出

来るように思われる．

すなわち

〔Ｉ〕は測定地点１～４で抵抗率の平均値は約06171
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水の抵抗値．

3．測定結果

測定電極

図２測定電極および測定回路

0.4

２．測定方法

採取した海水の水深，塩分および水温は水産学部練

習船敬天丸に装備されているSalinity・Temperature・

DepthReCorder（以降ＳＴＤと呼ぶ）により検出され

た値を測定値として採用した．抵抗率を求めるときは

採取した海水をただちにガラス容器にうつし，図２に

示す構成により測定を行った．すなわち図２に示すよ

うにＵ字管に換えて，アクリル樹脂に径７ｍｍで２

個円筒状に穴をあけ中央部分に白金電極を取付けたも

のを測定電極として用いている．測定のときは海水を

入れた容器にこの測定電極をさしこみ，コールラウ

シュブリッジと組合せて，検出用オートポルトメータ

により平衝点を見つけ，このときのブリッジの読みか

ら海水の測定電極間抵抗Ｒ霧を求めている．この測定

にあたっては測定電極の上の部分が十分の深さだけ水

面下にあるよう注意して測定を行い．又海水の抵抗値

測定は一回測定するごとに蒸留水で電極部分をきれい

に洗浄し，前の測定の海水が容器内面および電極表面

などに付着，残留していないことをたしかめて測定を

繰返した．このようにしてえたＲ毎値から海水の抵抗

率僻を求めるときは標準海水の抵抗率,Ｃｓを基準に

して算出するので，標準海水の温度に対する抵抗率の

変化を知る必要がある．このため標準海水を恒温槽に

おさめて図２に示す測定回路によって抵抗率,０８を求

めた．その結果を図３に示している．この抵抗率,０８

から試料海水の抵抗率ｐ錘を次式より求めた．

，雲=釜'‘(伽）
但しＲ錘は測定電極を用いて測定した試料海水の抵

抗値．

凡は測定電極を用いて同じ条件で測定した標準海

２
５１

０

０

官
・
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冊
壕
蕊 Ｃｌ＝19.37,％。
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図３標準海水の温度と抵抗率の関係
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表１測定結果
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上記により解るように〔Ⅱ〕の硫黄島海域が一番抵抗

率が高く，その次が〔Ｉ〕の錦江湾および薩摩半島南
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方沖,〔Ⅲ〕の屋久島近海以南における抵抗率が一番低

いという結果がえられた．又今回の測定で水深が表面

から50,,500ｍと深くなるに従い抵抗率の値にいち

ぢるしい増加傾向が見られた．

４．おわりに

1977年10月26日より11月６日間にわたり実施された

敬天丸による南西諸島海域の海況調査および研究に参

加し，沈降電圧測定のための予備として海水の温度，

塩分，抵抗率の測定を行った．これらの値を船上で測

定することは初めての経験だったこともあり，測定が

思うように進まなかったが，水産学部，理学部の先生

方，乗組員の方々の協力を得て当初の目的を達成する

ことができた．しかし表１から各測定地点の水温およ

び塩分と抵抗率との間にある規則性（関連性）を見い

だすにはまだ測定値にばらつきがあり，又測定資料も

21カ所と少いためここで何か結論を下すことはさしひ

かえたいと思う．このばらつきの原因について船上に

おける計器の取扱いの未熟さや，今回試作した測定電

極についても原因の一つがあるとも考えられるので，

この測定電極全体についてもう一度再点検し，悪い個

所があれば改良を加えたい．そして海水の性質をはっ

きりさせるため今後とも南西諸島海域調査・研究に参

加し，海水の測定資料をふやして，海水の正確な電気

抵抗率を知るとともに，これをもとにして海水の沈降

電位測定にとりくみたいと思う．今回の測定にあたっ

て，このような機会をつくっていただいた調査団長，

鎌田教授，お世話になった敬天丸船長辺見教授はじめ

乗組員の方々，参加された団員各位に感謝の意を表し

ます．終りにこの実験に協力された大学院学生竹原，

大村，谷川の諸君および学部学生原君にお礼を申し上

げます．
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